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支援活動は、2010年 12月～2011年 6月に 2つのグループでそれぞれ 22回実施された。
日本語専攻課程における卒論指導は、個人指導が主流で、指導の回数、回毎の指導時間は
指導教師によって決定される。1 人の教師は、大抵 1～3 人の学習者を担当する。筆者が行っ
た支援活動は、正規の授業ではなく、自分の担当する学習者の卒論作成を支援するための
活動である。そのため、1 つのグループに 2～3 人の学習者を配置し、1 人の学習者に対し





に展開するように設計した。支援活動の時間は、G1 は 90 分、G2 は 60 分であった。グルー
プメンバーは、次のように構成されている。筆者は教師として二グループともに参加した。 
 
G1：学習者（3 名：W、H、L）、教師（2 名：T）、ボランティア（1 名：V） 
G2：学習者（2 名：Li、R）、教師（2 名：T）、ボランティア（1 名：V） 
 
表 1 支援活動のスケジュール 






















21 口頭発表の練習 卒論、発表資料 











4.2 学習者の意味付けを促す取り組み  
支援活動においては、学習者が卒論作成に対する意味付けを意図的に促すための取り組













































12 個認められた。同内容のセグメントもあるため、最終的に 6 つの意味付けの概念が抽出








勉強をさせられてきた学習者 Li は自分の考えを表現したい気持ちが強かったと言えよう。 
 

















3 週目の振り返りシートで、学習者 Li は「卒業論文は自分に対して無意味なものではな
いとわかった。だから自分のために卒論をきちんと書きほしい（筆者注：書きたい）。」と
書いた。学習者 Li は、「自分の考え」には学校や社会にとっての価値があるのかと疑って 
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資料 2 卒論の「実際価値」についての話し合い（G2、2 週目） 















らかになってはいなかった。それは学習者 Li が選んだテーマからうかがえる。 
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言っていた同グループの学習者 R のために、皆で学習者 R の興味・関心、得意な科目、で
きそうな研究分野について話し合っていた。それに触発されたように、テーマで悩んでい



























に捉えたのは 8 週目からである。8 週目の振り返りシート（資料 5）で、「卒業論文は、私
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にとって、豊かな意味があるものになりました」とし、「自己発見と自己反省のいいチャン
















者 Li の気持ちが読み取れる。 
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交流と学習の中で自分の思考と表現の能力を高める」（次の第 5.2 節の表 2 を参照）という
学習者 Li の回答から、「行動力」は「表現力」とも解釈できると推測される。 
 














































































分析、解決する能力の育成＞が、学習者 W と学習者 H の回答から抽出されたコードであ




さに学術的な、体系的な方法で 1 つの問題を考える能力を培う」ものと見なし、卒論作成 
 
表 2 支援活動後のアンケート調査から見る学習者の意味付け 
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5.3.2 分析結果 
4 名の学習者の回答から、【卒論作成の経験の活用】と【思考志向の高まり】という 2 つ
の意味付けが抽出できた。 
まず、【卒論作成の経験の活用】について述べる。4 名の学習者のうち、大学院に進学し
た者が 2 名（学習者 W と学習者 H）で、就職した者が 2 名（学習者 L と学習者 Li）であ




んだ」と言い、「大学院生活に早く慣れることができた」と述べた。就職した学習者 L と 
 
表 3 卒論作成及びそれを支える支援活動が卒業後の学習者の仕事や研究に与えた影響 
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学習者 Li の回答から、＜支援活動の参加方法、卒論についての思考方法を仕事に活用す
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（1）学習者 Li が卒論作成のプロセスに行った意味付け（第 5.1 節）： 






（2）卒論作成終了直後の学習者の意味付け（第 5.2 節）： 
【思考力の育成】 




    自分の考えを表現する能力の育成 
日本語の知識の運用、整理 
（3）卒論作成終了 1 年後の学習者の意味付け（第 5.3 節）： 
【卒論作成の経験の活用】 
    卒論作成の方法、態度を大学院での学習に活用する 
    支援活動の参加方法、卒論についての思考方法を仕事に活用する 
【思考志向の高まり】 






































































は、これらの 6 つの意味付けを実現させる良い形態であることは間違いないと考えられる。 
6.2 卒論作成に対する意味付けの変容プロセス 
本研究で、学習者の卒論作成に対する意味付けが卒論作成を通して深化したり新たに生



































































論作成終了 1 年後の追跡調査」は、それぞれ 5.2 と 5.3 で述べている。 
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（よう しゅうが 中山大学外国語学院） 
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